
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２０２６年６月定例議会は、６月５日開会・６月３０日に閉会しました。日本共産党は、市長から提

案された議案のうち下水道使用料引き上げに反対。市民団体から提出された３つの請願は不採択に。日

本共産党が議案提案権を生かして提案した３本の意見書案は、賛成少数で否決となりました。各会派の

主な議案に対する態度は、下記の通り。 
 

各会派・無所属 討論 討論

主な議案に対する各会派の態度　　　〇は賛成　●は反対　ーは棄権 賛成 反対
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令和８年度一般会計補正予算/令和７年度一般会計補正予算専決 市長 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

下水道料金の値上げに関する条例改正案 市長 橋本　恒典 岡田　重美 可決 ● ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○

農業委員の選任に関する承認 市長 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○

「改憲反対、平和憲法を守る」よう政府への意見書を求める請願 市民団体 西山　実 古賀　友康 不採択 〇 〇 〇 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 〇 ● ● ●

「小泉進次郎防衛大臣の辞任を求める」政府への意見書を求める請願 市民団体 西山　実 田中　喜克 不採択 〇 〇 〇 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● - ● ● ●

「国家機密に係るスパイ行為等の防止に関する法律(スパイ防止法)案」の制定を阻止する

ことを求める請願
市民団体 西山　実 若狭　健太 不採択 〇 〇 〇 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 〇 ● ● ●

女性天皇を正面から議論することを求める意見書 山岡　光広 岡田　重美 冨増　力章 否決 〇 〇 〇 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 〇 ● ● ●

殺傷武器輸出の全面解禁に反対し閣議決定の撤回を求める意見書 西山　　実 山岡　光広 出口　雅之 否決 〇 〇 〇 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 〇 ● ● ●

介護保険制度改正の中止を求める意見書 岡田　重美 山岡　光広 西村　　慧 否決 〇 〇 〇 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 〇 ● ● ●

皇室の伝統に基づく安定的皇位継承を確保するための法整備の早期実現を求める意見書 小倉　　剛 西田　忠 岡田　重美 可決 ● ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇

学校教育における政治的中立性の確保及び校外学習等の安全管理の徹底を求める意見書中島　裕介 長　　源一 西山　　実 可決 ● ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

すべてのケアラーに対する包括的な支援と法的枠組みの整備を求める意見書 堀　　郁子 木村　眞雄 中島　裕介 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● ● ● ● ● 〇 〇 ● 〇 〇 ● 〇

住まいの安定と居住支援の抜本的強化を求める意見書 木村　眞雄 瀬古幾司 奥村　則夫 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● ● ● ● ● 〇 〇 ● 〇 〇 ● 〇

ドナーミルクの利用拡大を求める意見書 木村　眞雄 堀　郁子 北田　麗子 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● ● ● ● ● 〇 〇 ● 〇 〇 ● 〇
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■生活困窮者自立支援事業 ２０００千円 

 物価高騰の影響を受ける世帯等へ物資の

無料配付を行う団体に対し、物資調達に要

する費用を補助するための経費を追加。  
■ 障がい者食料品価格高騰対策支援事業  
             ９１８２千円 

食料品価格高騰の影響を受ける市内の通

所生活介護や就労継続支援Ｂ型の障害福祉

サービス利用者に対し、支援金を支給する

ための経費を追加。 
■エネルギー・食料品価格等物価高騰対策

支援事業         ５０１９千円 

 物価高騰の影響を受ける市内の介護保険

サービス事業所に対し、支援金を支給する

ための経費を追加。 
■子ども食堂支援事業   ３０５０千円 

 市内で活動する子ども食堂運営事業者に

対し、賄材料費等子ども食堂運営に要する 
費用を補助するための経費を追加。 
■エネルギー価格高騰対策支援事業（小規

模事業者エネルギー価格高騰対策支援金） 

            １５０３０千円 

 エネルギー価格高騰の影響を受ける市内

の工業用ＬＰガス等を使用して商工業を営 
む小規模事業者等に対し、支援金を支給す

るための経費を追加。 
■エネルギー価格高騰対策支援事業（小規

模事業者事業継続支援金）１２０７０千円 
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 県が令和９年度国保税(料)率等全県統一する計画をして

いることに対し、日本共産党滋賀県地方議員団が５月２１

日、「抜本的に見直すべき」と緊急申入れを行いました。 
 


